































































































































































































































































































































































写真 4　朝日新聞昭和30年 5 月15日「第二回体操祭」













































写真 5　朝日新聞昭和31年 5 月13日「第 3回体操祭」
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写真 6　朝日新聞昭和32年 5 月19日『第 4回体操祭」体操祭、さわやかに律動美』
























写真 8　朝日新聞昭和34年 5 月14日第 6回体操祭



























写真10　朝日新聞昭和35年 5 月15日第 7 回体操祭
『二百万が参加　百会場、律動美』
写真11　朝日新聞昭和36年 5 月21日第 8回体操祭『新緑に輝く体操祭』
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写真17　朝日新聞昭和42年 5 月22日第十四回体操祭『緑の風―躍動する 3万人』
写真16　朝日新聞昭和41年 5 月16日第十三回体操祭『踊る豪華な色彩　
日本体操祭全国で百万人が参加』
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写真18　朝日新聞昭和43年10月 6 日（日）『体育の日　体操祭』
写真19　朝日新聞昭和43年10月10日（木）『秋空に体育の日　体操祭や体力テスト』
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時から15時に行われた。
2 ）会場
　一回から三回までは、明治神宮外苑競技場が
会場として活用された。ここは、戦前の日本体
操大会の東京会場であった。四回・五回では、
青山秩父の宮グビー場、六回から八回は、国立
競技場が使用された。ここは、オリンピック前
の1958年第3回アジア大会を東京で開催し、そ
のメイン会場として生まれ変わったものであっ
た。九回は後楽園競輪場、十回は神宮第二球技
場が活用されている。後半の十二回から十五回
では国立競技場（国立霞ヶ丘競技場）であった。
主に、明治神宮外苑の競技場を主会場としてお
り、都合により周辺施設も活用されている。
3 ）開会式（式典）
　体操祭では、開会式、集団体操、閉会式が行
われた。開会式では、入場行進、開会宣言、国
旗掲揚、体操協会会長挨拶、朝日新聞社社長挨
拶、文部大臣挨拶、選手代表宣誓、飛行機（或
いはヘリ）飛来と花束投下、放鳩（風船の放飛）
などの手順で行われた。戦前の体操大会とは一
部異なるがほぼ同様である。
4 ）演技数と演技時間
　演技のプログラム数は、11演技から24演技で
あった。一回は11演技であるが、二・三・四回
は14～16演技、五回から十一回では18～19演
技（十回は15演技）、十二・十三・十四回は大
会中最も多く21・23・24演技になり、最終十五
回は、17演技となる。演技の全体時間（開会式
含む）は、一回は約4時間、二回から七回では
約5時間、八回から十五回では5時間10分から
5時間30分（十二回は最長で6時間）であった。
5 ）演技（種目）の構成
　大会プログラムでは、体操系、ダンス系、そ
の他、組み合わせ演技が行われた。
　一回から三回では、体操系が多く、ダンス
系、組み合わせの割合が少ない。四回から六回
では、体操系が多いが、ダンス系、組み合わせ
も増えている。七回から八回では演技の割合は
同じであるが、その他（吹奏楽、鼓笛バンドパ
レードなど）などの音楽系の演技が増え、多彩
になる。九回から十五回では、ダンス系、体操
系、その他、組み合わせの順になりダンス系に
演技が増える。中学・高校生・大学生のダンス、
婦人の民謡、フォークダンス連盟によるフォー
クダンスなど舞踊系の内容が注目される。十五
回では、体操系も縄跳び体操、美容体操、棒体
操、ボール体操など多彩な内容が組まれ、ダン
ス系、その他とともに演技が多彩になる。演技
は、再開当初では、体操系を体操の普及と体位
向上の大会の趣旨のためか体操系が多くを占め
るが、五回の国民体育デー以降、レク的な意図
から、ダンス系、その他も増え、スポーツの以降
では、オリンピックの影響などもあり、演技の
質も量も多彩になり、人を呼べる見せる多集団
演技への変化を遂げる。また十五回では、全員
が参加できるラジオ体操や体力テストの模範演
技など大会も演技発表だけでなく、観客も含め
た参加型の大会を目指したこともうかがえる。
6 ）演技対象
　体操祭に参加した演技者は、幼稚園児、小学
生、中学生、高校生、大学生などの学校関係、
と勤労者、青少年、婦人などの一般に分かれた。
大会では、二回から十回では、学校関係が概ね
三分の二を占め、一般は三分の一の割合であっ
た。大会では、幼稚園児、小学生、中学生、高
校生、大学生が主力であり、後半では、大学生
の活躍が目だっている。一方、一般では、大会
への参加団体は、ラジオ体操協会、民謡連盟、
吹奏楽・バンド連盟などの活躍が目立ち、大会
により、警視庁、国鉄（鉄道関係）、全産業レク
リエーション協会、フォークダンス連盟、日本
職業訓練協会、関東電気工事、婦人体操グルー
プなどが見られた。
7 ）参加者数と演技規模（一演技の参加者数）
　東京体操祭への参加者数については、一回か
ら二回では、1万から1万1千人、三回から七回
では2万1千から2万5千人、八回では3万余人、
九回から十一回では2万から2万千人、十二回で
は最大の3万7千人、十三回では約3万人、十四
回では3万人（観客は約5万人と充実する）、十
五回では2万9千人と後半では3万人近くを維持
している。
　また、個別演技の参加者数を見ると、大会通
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じて、500～1000人、0～500人、1000～1500人
の割合が多い。大会別に見ると、一回から三回
までは、500～1000人、0～500人、1000～1500
人以外に2500～3000人は少数で1500人以下の
小規模演技が多い。四回から十一回では、1500
人以下に、ごく少数3300人、4000人、4500人、
5800人などの大規模演技が特徴である。十二
回から十五回までは、1500名以下の演技数が多
くなり、併せて2000～2500人、2500～3000人、
3000～3500人などの多集団の演技も増える。
　大会通じて、1500人以下の演技を基礎にし
て、演技参加の演技の参加者数を確保し、後半
程多集団演技数を増やし、集団体操にふさわし
い多数の参加者を確保していた。
8 ．結　語
　本研究では、日本体操祭の再興から発展終結
を取り上げ、研究資料として、体操祭に関する
論文書籍、朝日新聞など掲載記事を参考に、大
会と趣旨、大会の再興から発展終結までの変
化、体操祭（主に東京大会）の開催状況と集団
体操の変化について討考察した。本研究の成果
は次のようにまとめられた。
　第一に、体操祭は、昭和29年第一回から昭和
43年第十五回まで、全国最大318会場、参加者
数最高200万人を数える集団体操独自の大会で
あった。大会は、第二次世界大戦前の昭和10年
創始された日本体操大会と戦後昭和22年リズム
体操祭の影響を受け継き、国民体育大会と同様
に、戦後の集団体操（集団演技）の普及発展に
影響を与えた大会であった。
　第二に、体操祭は、昭和29年に再興後、昭和
33年から国民体育デー、昭和37年からスポーツ
の日の主要行事としての役割を果たした。開催
の趣旨は、開催当初「体操の実践による体位向
上」が意図されたが、これは「レク祭典」、「体
育レクによる体位向上」、後半では、「心身の健
康増進」、最終では「スポーツに親しむ、健康体
力増進」と変化をしている。
　第三に、体操祭は、戦前の日本体操大会と同
様に、自らの体操を実践し「行う」場であり、
他者の演技を「見る」場であり、公的・私的な
新しい体操の「体験」の場であった。それと同
時に、レクリエーションの意味を持っていた。
　第四に、体操祭は、開会式（式典）、集団体
操、閉会式から構成された（最長約6時間）。集
団体操では、体操系演技だけでなく、ダンス系、
その他（音楽など）、組み合わせなどの演技が行
われたが、再開当初は、体操系演技が多く、大
会が進むにつれて、特に後半では、ダンス系や
その他の割合も増え、多彩さと豪華さを加え、
多集団による演技も増える中で、見るスポーツ
祭典にふさわしい発展を遂げた。
　今回の研究では、代表紙である朝日新聞の掲
載記事を主な参考資料として検討をすすめた。
概ね大会の全体像を掴むことはできたが、ま
だ、日本体操祭の主要会場の全てを扱うことが
できず今後の課題としたい。また、戦後の集団
体操（集団演技）の流れを追う上で、まだ昭和
22年からのリズム体操祭との関連性や、昭和43
年日本体操祭が終結後の国民体育大会、高等学
校総合体育大会などへの影響については未解決
な部分が残されており今後の課題としたい。
　本研究は2017年度中京大学体育研究所の共同
研究費を得て行われた。
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